
グラジオラスは主要な花き園芸植物のひとつである

が，ウイルス病の発生により生産力・商品性の低下が

甚だしく，農業生産において大きな問題となっている。

国内のグラジオラスに発生する主なウイルスとして

は，インゲンマメ黄班モザイクウイルス（BYMV），

キュウリモザイクウイルス（CMV），タバコ輪点ウイ

ルス（TRSV），タバコモザイクウイルス（TMV），及

びソテツえそ萎縮ウイルス（CNSV）がある（大木，

1997）が，これらのうちBYMVとCMVが重要な病原ウ

イルスであり，栽培ほ場での発生程度は非常に高いこ

とが報告されている（福本ら, 1982；高津ら, 1998；和

田ら, 2000）。しかしながら，これらの報告ではウイル

スの種類や病徴などの発生実態を明らかにしたに過ぎ

ず，これらウイルスのほ場外部からの侵入，ほ場内に

おけるグラジオラス個体間の伝搬，拡大の程を調査し

た報告はない。本報告は，グラジオラスにおけるウイ

ルスの発生実態を調査した上で，ウイルスフリーの実

生苗を使った暴露試験を行い，グラジオラスほ場にお

けるBYMVとCMVの水平伝搬と垂直伝搬の程度を比較

したものである。

材料および方法

１．発生実態の調査

ポット栽培した市販球茎及び京都府内のほ場で栽培

されているグラジオラスから葉をランダムに回収し

た。また，京都府内の栽培ほ場については，グラジオ

ラス葉の病徴が軽いものと激しいものをそれぞれ分け

て回収した。これらについて ELISA法を行い，BYMV

とCMVの感染を調べた。

グラジオラス葉からのウイルスの単離は，キノア

（Chenopodium quinoa）を用いて２回の単病斑分離を

行い，BYMVはソラマメ（品種：ミンポー）で，CMV

はNicotiana rusticaで増殖した。単離したBYMV分離株

は，インゲンマメの４品種（本金時，ケンタッキーワ

ンダー，マスターピース，トップクロップ）における

病原性の違いによって4つのpathotype （Ⅰ～Ⅳ ;

Sasaya et al., 1998）に類別した。CMVについては，血

清型とササゲ（黒種三尺）での病徴を調べた。

２．ほ場における伝搬

１）グラジオラス間の伝搬

2001年５月28日から７月２日にかけて，ウイルスが
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摘　　　要

グラジオラス栽培ほ場におけるウイルスの発生を調査したところ，殆どのグラジオラスが

BYMVやCMVに感染していた。ウイルスフリーの実生苗を使った暴露試験により，これらウイ

ルスのグラジオラス間における伝搬は非常に少ないことが示された。一方，栄養繁殖によるウ

イルスの伝搬は高率であった。これよりグラジオラスにおけるウイルスの伝搬は主に垂直伝搬

であると考えられた。



関してはBYMVと重複感染するものが多かった（第１

表）。また，同様にTMVについても調べたが，ウイル

スは検出されなかった。グラジオラス葉の病徴が軽い

ものと激しいものについてそれぞれBYMVとCMVの感

染を調べたところ，症状の激しい葉の多くは両ウイル

スが重複感染していた（第２表）。このことから，グ

ラジオラスではBYMV単独感染の場合よりもCMVとの

重複感染により病徴が激化すると考えられた。

グラジオラス葉から単離したBYMVの50分離株は，

Sasaya et al.（1998）と和田ら（2000）が報告した

pathotypeⅠとpathotype Ⅳ以外に，グラジオラスでは

初めてpathotypeⅡとpathotype Ⅲに類別できた（第３

表）。CMVについては，69株全てサブグループⅠであ

り，ササゲの接種葉に壊疽斑点を示したが全身感染は

認められなかった。

２．ほ場における伝搬

１）グラジオラス間の伝搬

ウイルスが多発しているグラジオラスほ場に隣接し

て栽培したグラジオラス実生苗へのBYMVとCMVの感

染率は極めて低く，次代の苗でもその感染数が増える

ことは無かった（第４表）。

２）グラジオラス―ソラマメ間の伝搬

ウイルスが多発しているグラジオラスほ場に隣接し

て５～９日間栽培したソラマメ幼苗は，アブラムシの

寄生株率が50％以上あった時期に，BYMVの感染率が

25％であった（第１図）。また，BYMV感染ソラマメ

に隣接して２ヶ月間以上栽培したグラジオラス実生苗

は，40株のうち７株がBYMVに感染した。

以上の結果から，BYMVとCMVについてグラジオラス

個体間のウイルス伝搬は非常に少ないことが示唆され

た。また，BYMVについては低率ではあるがグラジオ

ラスとソラマメの間で伝搬が起こりうると考えられ

た。
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多発しているグラジオラス栽培ほ場（京都府農業資源

研究センター内ほ場，茨城県生物工学研究所内ほ場）

に隣接してプランター植えの実生苗を配置し，BYMV

とCMVの感染をELISA法とRT-PCR法（中薗ら, 1998;

Nakazono-Nagaoka et al., 2004）により調べた。以下，

グラジオラスからのウイルスの検出はこれら２法を用

いた。実生苗はグラジオラス種子から生じた幼苗であ

り，試験開始前にBYMVとCMVが検出されないことを

確認した。試験終了後，一部は球茎を回収し，休眠打

破した次代の苗についてもウイルスの感染を調べた。

両ほ場について，それぞれ240株と451株の苗を調べ

た。

２）グラジオラス―ソラマメ間の伝搬

グラジオラス発病ほ場（京都府農業資源研究センタ

ー内）に隣接して，健全ソラマメ（品種：ミンポー）

幼苗を24株ずつ５～９日間隔で計５回配置し，ソラマ

メ幼苗におけるアブラムシの寄生数及びELISA法によ

りBYMVの感染株数を調べた。さらに，グラジオラス

由来のBYMV分離株（ pathotypeⅠ）をソラマメに機

械接種し，これに隣接してグラジオラスの実生苗40株

を２ヶ月以上栽培し，試験終了後にBYMVの感染の有

無を検定した。

３．栄養繁殖による伝搬

ウイルス感染が確認されたグラジオラスの次代球茎

および木子へのウイルスの伝搬を調べた。BYMV単独

感染及びCMVと重複感染が確認された計７株のグラ

ジオラスから，次代の球茎と木子を採取した。これら

を休眠打破させた後，発芽してきた葉についてウイル

スの検定を行った。

結　　　果

１．発生実態の調査

市販球茎及び京都府内のほ場で栽培されているグラ

ジオラスはほぼ全てがBYMVに感染しており，CMVに
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第１表　平成８年産市販グラジオラス球茎から検出されたウイルスa）
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３．栄養繁殖による伝搬

次代球茎へのウイルスの伝搬はBYMV，CMVとも

100％であり，木子についてはBYMVでは50－100％，

CMVでは24－100％の伝搬率であった（第５表）。これ

らのことから，グラジオラスでは栄養繁殖によって高

率にウイルスが伝搬する可能性が示された。

考　　　察

発生実態の調査では，BYMVやCMVはグラジオラス

から高率に検出されたが，ウイルスフリーの実生苗を

用いた暴露試験では，これらウイルスのグラジオラス

における水平伝搬は非常に少ないことが示された。一

方，次代球茎や木子へのBYMVとCMVの伝搬率は高か

った。これらのことより，グラジオラスにおけるウイ

ルス伝搬は，主に栄養繁殖によって垂直伝搬すると考

えられた。

グラジオラスとソラマメとの間におけるBYMVの移

動について和田ら（2000）は，鹿児島県で分離したグ

ラジオラス分離株とソラマメ分離株ではpathotypeが

0�

8�0�

4�0�

ア�ブ�ラ�ム�シ�寄�生�株�

BYMV感染株率�

6/4 � 6/1�1 � 6/18 � 6/23 � 7/2�

調�査�日�

感�
染�
株�
率�
・�
ア�
ブ�
ラ�
ム�
シ�
寄�
生�
株�
率�
（
％
）

第１図　グラジオラス発病株に隣接して暴露したソラマ
メ幼苗におけるBYMV感染率とアブラムシ寄生
株率の推移．
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異なり，両植物にそれぞれ限定されることから，両植

物間の移動は少ないと考察している。今回の調査では，

低率ではあるがBYMVはグラジオラスとソラマメの間

で伝搬することが示された。これは，暴露試験にウイ

ルス感受性の高い実生苗（第２，３葉期）を用いたこ

とが原因の一つと考えられる。グラジオラスのウイル

ス感受性は植物体が大きくなるに連れて低くなる（中

薗ら, 1998）ため，このような感受性の高い時期を除

けばグラジオラスとソラマメとの間のBYMVの移動は

極めて少ないと考えられる。

グラジオラスは，実生苗から少なくとも４世代を経

て花芽形成する個体に成長するが，優良な品種に関し

てはその後も栽培を繰り返し，栄養繁殖によって木子

を増殖する。このような栽培体系の中で，いったん感

染したウイルスは栄養繁殖によって保持され続けると

考えられる。栄養繁殖による伝搬はBYMVとCMVとも

高率であった（第５表）のに対し，発生実態の調査で

はCMVの感染株数がBYMVより少なかった（第１表）。

これは，病徴の激しいグラジオラスではBYMVとCMV

の重複感染が多かった（第２表）ことから，CMVに

より病徴が激化したグラジオラスが，栽培期間中に抜

き取られたからかもしれない。

グラジオラス栽培においてその商品価値を下げる病

原ウイルスは，主に垂直伝搬によって広がっているこ

とが強く示唆された。このことは，グラジオラスにお

けるウイルス防除は，育種の初期段階がもっとも重要

であることを示している。
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第５表　グラジオラスの栄養繁殖によるBYMVとCMVの伝搬




